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「笑味（えみ）ちゃん」
ＪＡグループでは、国産農畜産物の使
用・購入を推進する「みんなのよい食
プロジェクト」に取り組んでいます。

ひびきの２月号　2024　 No.220

2

3

4～5

6～7

8～9

10～11

……

……

……

……

……

……

コンテンツ／表紙の紹介／事業概要

（12月末）／理事会報告（12月・１月）

自己改革のさらなる実践

消費者から生産者への応援メッセージ

HIBIKINOニュース＆トピックス

ひびきの広場

生き活きＷOMEN女性部

12

13

14～15

16

17

18

……

……

……

……

……

……

営農技術情報

法律相談Ｑ＆Ａ

ＪＡインフォメーション

ひびきの通信

クロスワードパズル

JA-SS LINE公式アカウント

常勤役員のよもやまトーク・編集後記

表紙の紹介

目次 ＣＯＮＴＥＮＴＳ

★JA埼玉ひびきのSDGｓ取組決議
　JA埼玉ひびきのは、令和３年３月の理事会で「持続可能
な食料の生産と地域農業の振興、農を中心とした豊かな地
域づくり」に向けて独自のSDGｓ取組決議を行いました。
　今後もJAグループ組織を通じて積極的な働きかけを行っ
てまいります。

　 事業の概要
1,616億9,050万円

224億3,284万円
2,804億3,856万円

42億3,271万円
33億9,584万円
20億5,141万円

貯　金　残　高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
販 売 品 取 扱 高
購 買 品 取 扱 高
出 資 金 残 高
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Ａ
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　今月の表紙は本庄市宮戸の金
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さんをご紹介します。
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菜を１haずつと葱を30ａ栽培されている他、３年ほど前からはハウス栽
培のキュウリを春と秋40ａずつ営まれています。２月はハウスレタスとブ
ロッコリーが出荷の最盛期を迎えます。
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野菜一元出荷協議会ブロッコリー部会の副会長を務める傍ら、加工用野菜
の有利販売につなげるために、GAPの取得にも取り組んでいます。
　今後の抱負については「自分がそうであったように、若い世代が自分た
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自 己 改 革 の さ ら な る 実 践

♦上里支店で地元野菜を販売♦

♦第４回准組合員モニターを開催♦

　12月15日、ＪＡ上里支店で支店利用者への地元野菜の販売が行われました。
　組合員のＪＡ離れが課題とされる中、ＪＡの施設を拠点とした地域の活性化を目的として行われたもので、
当ＪＡでは初の取り組みとなります。
　この日は年金の受給日で、ＡＴＭを含めて組合
員の支店利用が増える同日に合わせてＪＡアグリ
パーク上里直売所の協力のもとに行われました。
　当日は支店入り口近くに設けられた販売所に職
員が立ち、ブロッコリー、トマト、カリフローレ
などの地元野菜が特別価格で販売されました。沢
山の来店者が立ち寄り、販売所は大盛況となりま
した。
　織茂弘充総務部長は「地域の生活拠点としての
ＪＡ支店を活性化させていくために、今後もこの
ような取り組みを行っていきたい」と意気込みを
語りました。

　12月20日、ＪＡ本店で准組合員モニターを開催し、９名の准組合員が参加しました。准組合員モニター
はＪＡ組合員の半数近くを占める准組合員の意見をきくとともに、ＪＡ事業への理解を深めてもらうことを
目的として今年から新たに始められた取り組みで
す。
　第４回目の開催となる今回はこれまでの活動の
振り返りを行いました。参加者からは「ＪＡの事
業を理解するきっかけになった」などの意見が出
されました。昼食時にはＪＡのブランド米で埼玉
県特別栽培農産物でもある「かんな清流米」の品
種ごとの食べ比べを行いました。コシヒカリ、キ
ヌヒカリ、彩のかがやき、彩のきずなの４つの品
種を食べ比べた参加者からは「４つの味の違いを
堪能できた。それぞれに特性があり、なかなか良
かった」と感想を話してくださいました。 意見を述べる参加者

販売所は大盛況でした



　ＪＡでは消費者の声を生産者へ
届けるために令和５年４月～11月
まで農業応援メッセージ活動を行
いました。
　頂きました貴重なご意見を紹介
させて頂きます。

　いつもこの付近へ来た時は必ず立ち寄らせて頂いています。
他より鮮度が大きく違い、とても美味しく頂いています。
健康志向が強まっているこの時代こそ、大いに頑張って
いただきたいといつも応援しています。
　フレーッ！フレーッ！アグリッ！！

　いつも新鮮でおいしい野菜
をありがとう！知らない野菜
が多くいつも楽しみです。
　これからもよろしくお願い
します。

　地産地消できる
お米・野菜の生産
に頑張ってくださ
い。応援して買い
に来ます。

（ ）神奈川県
Ｈ・Ｒさん

　直売所の野菜はとても新鮮でとてもおいしいです。
都内から移り住んで直売所の野菜のおかげで野菜
そのものの味を知ることが出来ました。ごはんの日
も楽しみで必ず買いに来ます。野菜を育てるのは大変
だと思いますが、お体に気を付けてこれからもおいしい
宝物を育てて販売して下さい。食べることで応援して
います。

（ ）児玉地区
Ｗ・Ｔさん

　採れたて新鮮でおいしい
野菜・くだもの大好きです。
いつもおいしい食材をありが
とうございます。
　これからも楽しみにして
おります。

（ ）群馬県
Ｋ・Ｋさん

（ ）上里地区
Ｍ・Ｈさん

（ ）埼玉県
Ｍ・Ｈさん

　月に何度も利用させていただいて
います。いつも良いお野菜をありが
とうございます。これからもよろしく
お願いします。

　今日はどんな野菜がある
かな？と楽しみに行ってい
ます。頑張って下さい。

（ ）児玉地区
Ｍ・Ｋさん （ ）埼玉県

Ｔ・Ｔさん

　時間がある時に立ち寄
らせて頂いています。
ジャム類は美里町の名産
としてよく友達や知人に
贈り物として喜んでもらっ
ています。

　１時間弱で来ることができますが、
良い品物の農産物を購入することが
出来るので苦になりません。１年中
ブルーベリーを食べているので、オフ
でも冷凍の物を買うことが出来るので
助かります。

（ ）埼玉県
Ｕ・Ｔさん （ ）美里地区

Ｕ・Ｙさん

　おいしい野菜を
ありがとうござい
ます。これからも
頑張ってください。
　応援しています。

（ ）神川地区
Ｋ・Ｈさん

　安心・安全なお野
菜を旬の時期に食べ
るのを楽しみにして
います。

（ ）本庄地区
Ｎ・Ｍさん

感謝
消費者 生産者から

メッセージ
の

へ 応援
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児
玉
支
店
で
し
め
縄
作
り
教
室

　
12
月
20
日
と
21
日
に
Ｊ
Ａ
児
玉

支
店
で
お
正
月
飾
り
の
し
め
縄
作

り
教
室
が
行
わ
れ
、
児
玉
地
区
ふ

れ
あ
い
員
会
、
女
性
部
部
員
、
Ｊ

Ａ
職
員
ら
約
40
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
こ
の
教
室
は
毎
年
児
玉
地
区
ふ

れ
あ
い
委
員
会
と
女
性
部
向
け
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
20
日
に
児
玉

地
区
ふ
れ
あ
い
委
員
会
と
同
地
区

女
性
部
、
21
日
に
Ｊ
Ａ
連
合
女
性

部
向
け
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
玉
地
区
ふ
れ
あ
い
委
員
で
も

あ
り
、
長
年
し
め
縄
作
り
教
室
の

講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

田
島
正
澄
さ
ん
に
今
年
も
講
師
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
藁
を
編
む
難
し
い
作

業
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
田
島
講
師

の
指
導
を
受
け
て
各
自
が
立
派
な

し
め
縄
飾
り
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
同
地
区
ふ
れ
あ
い
委
員
会
の
荻

野
浩
会
長
は
「
本
日
作
っ
た
し
め

縄
を
玄
関
に
飾
り
、
新
た
な
気
持

ち
で
新
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

講師をしていただいた田島正澄さん（中央）

しめ縄作りに取り組む参加者

　
12
月
20
日
に
本
庄
市
児
玉
町
の
県
立
児
玉
高
校

で
自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、
同
校
生
徒

と
教
職
員
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
４
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
Ｊ
Ａ
共
済
が
地
域
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
埼
玉
県
下
の
中

学
・
高
校
か
ら
４
校
を
抽
選
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
生
徒
の
前
で
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
実
際
に
起
こ
っ

た
交
通
事
故
を
再
現
し
た
ほ
か
、
数
名
の
生
徒
が
ス
タ
ン
ト
に
参
加
し
て
正
し
い
自
転
車
の
交
通
マ

ナ
ー
を
実
演
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
岩
田
義
雪
専
務
は
挨
拶
の
中
で
「
交
通
事
故
の
危
険
性
と
交
通
ル
ー
ル
順
守
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
目
の
前
で
事
故
の
再
現
を
目
の
当
た
り
に
し
た
生
徒
も
「
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

と
相
手
へ
の
思
い
や
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

全
国
Ｊ
Ａ
共
済
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰

挨拶をする岩田義雪専務

　
第
67
回
全
国
Ｊ
Ａ
共
済
小
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
上
里
町
立
神
保
原
小
学
校
３
年
生
の
木
村
志
穂

さ
ん
と
１
年
生
の
木
村
圭
吾
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

木
村
志
穂
さ
ん
は
金
賞
と
組
合
長
賞
を
、
木
村
圭
吾
さ
ん

は
銀
賞
を
受
賞
し
12
月
14
日
に
五
十
嵐
雅
樹
組
合
長
と
岩

田
義
雪
専
務
か
ら
賞
状
と
記
念
品
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
村
志
穂
さ
ん
と
木
村
圭
吾
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
練
習

し
た
の
で
、
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」

「
賞
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
そ
れ

ぞ
れ
喜
び
を
伝
え
ま
し
た
。

児
玉
高
校
で
交
通
安
全
教
室

受賞された木村志穂さん（中央）と
木村圭吾さん（右から２番目）
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12
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
の
本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
本
庄
地
区
野
菜
一
元
出
荷
協
議
会
葱

部
会
が
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え
る
秋
冬
葱
の
目
揃
え
会
を
開
催
し
、
部
会
員
や
市
場
関
係

者
ら
約
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
市
場
関
係
者
は
本
庄
葱
の
品
質
の
高
さ
を
称

賛
し
た
上
で
、
引
き
続
き
品
質
を
維
持
し
た
出

荷
を
要
請
し
ま
し
た
。
目
揃
え
会
が
行
わ
れ
る

と
生
産
者
た
ち
は
熱
心
に
市
場
関
係
者
と
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
𠮷
野
郁
夫
部
会
長
は
「
シ
ー
ズ
ン

の
最
後
ま
で
い
い
値
段
で
販
売
で
き
る
よ
う
に
、

み
ん
な
で
い
い
葱
を
出
荷
し
続
け
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

最
盛
期
に
向
け
て
葱
目
揃
え
会
を
開
催

市場関係者と参加者たち

　
12
月
６
日
、
本
店
ひ
び
き
の
ホ
ー
ル
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
毎
年
役
職
員
向
け
に
開
催

し
て
い
る
講
習
会
に
今
年
は
２
名
の
正
組
合
員
を
含

め
た
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
講
師
か
ら
救
命
措
置
の
手
順
の
説
明
を

受
け
た
後
に
、
倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
て
か
ら
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
行
為
を
行
う
ま
で
の
一
連
の

流
れ
を
実
践
し
ま
し
た
。
講
習
会
未
経
験
の
職
員
も

多
く
参
加
し
、
緊
張
し
な
が
ら
も
懸
命
に
救
急
救
命

措
置
を
実
演
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
実

際
に
お
客
様
が
倒
れ
た
時
に
救
命
措
置
が
で
き
る
か

ど
う
か
不
安
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
注
意
点
な

ど
の
講
習
を
受
け
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。
緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

の
声
が
き
か
れ
ま
し
た
。

　
中
秀
幸
常
務
は
挨
拶
の
中
で
「
職
員
全
員
に
こ
の
講
習
を
受
講
し
て
も
ら
い
大
切
な
お

客
様
の
安
心
安
全
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
開
催講習会の様子

　
12
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
の
本
庄
あ
お
ぞ
ら
館
直
売
所
で
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
秋
冬
野
菜
の
収

穫
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
生
活
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
題
し
て
参
加
費
無
料
で

行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
大
人
と
子
供
を
含
め
た
20
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
生
産
者
の
圃
場
か
ら

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
レ
タ
ス
な
ど
の

野
菜
を
木
ご
と
引
き
抜
い
て
、
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
職
員

が
持
ち
帰
り
易
い
よ
う
に
枝
と
根
っ
こ
を
切
り
落
と

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
普
段
は
目
に
す
る
こ
と

の
な
い
野
菜
の
木
の
大
き
さ
に
驚
き
な
が
ら
も
、
一

生
懸
命
に
野
菜
を
引
き
抜
き
、
大
人
た
ち
も
圃
場
で

採
れ
る
野
菜
の
新
鮮
さ
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
あ
お
ぞ
ら
館
直
売
所
生
産
者
部
会
の
金
井
剛
部
会

長
は
「
本
庄
の
良
い
土
で
育
っ
た
新
鮮
な
野
菜
を
た

く
さ
ん
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

あ
お
ぞ
ら
館
直
売
所
で
収
穫
体
験

大きなブロッコリーが採れました

　
Ｊ
Ａ
で
は
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
、支
援
活
動
の
一
環
で「
災

害
義
援
金
募
金
活
動
」
を
始
め
ま
し
た
。
支
店
や
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
、
直
売
所
に
募
金

箱
を
設
置
し
ま
し
た
。
募
金
活
動
は
、
五
十
嵐
雅
樹
組
合
長
が
被
災
地
に
Ｊ
Ａ
独
自
の
支

援
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
、
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
施
設
14
か
所
で
組
合
員
や
職
員

か
ら
支
援
を
募
り
、
期
間
は
３
月
末
ま
で
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　
五
十
嵐
組
合
長
は
「
被
災
地
に
対
し
て
何
か
少

し
で
も
支
援
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
や
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

被
災
地
支
援
へ
募
金
箱
を
設
置

募金箱を設置しました



ひびきの広場ひびきの広場では、出演者を募集しております。自薦・他薦は問いません。ご連絡は、企画総務課（24-7711）
または最寄りの支店窓口までお願いします。皆様からのたくさんのご応募をお待ちしております。

Smile
便り

直売所パートさん紹
介

ひびきの
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神川町元阿保　髙
た か だ

田　義
よしまさ

正さん（38歳）

　髙田さんは就農されて１年半ほどの梨農家さんで
す。ご両親が営んできた梨園を守っていきたいとの
思いから、ご結婚を機に就農されました。現在は「幸
水」「豊水」「彩玉」「あきづき」などの品種を中心
に約１haの梨園を営んでいます。梨の最盛期は８
月ですが、今の時期は剪定作業などの次のシーズン
の準備に忙しいそうです。
　神川の梨には沢山のファンがいて、みんなから愛
されているものを作ることができることにやりがい
を感じるとのことです。
　今はご両親の指導を受けながら、栽培技術の基礎
を磨くことに専念されています。昨年はその勤勉な
仕事ぶりが評価され、髙田さんの梨が神川町梨共進
会の審査会で最上位の埼玉県知事賞を受賞しました。
　これからの抱負について伺うと「今後も一生懸命
作っていきますので、おいしい梨を楽しみにしてく
ださい」と話してくださいました。

　田島さんはかみかわ館直売所に勤めて３年目になりま

す。不慣れな仕事に最初は戸惑ったものの、今ではお客様

とも顔馴染みになり、声をかけていただくことも増えたそ

うです。仕事の中では常に笑顔で元気良くお客様と接する

ことを心掛けているほか、お客様に喜んでもらうにはどう

したら良いかスタッフ同士で話し合うようにしているそう

です。

　直売所の魅力について伺うと「かみかわ館直売所は１年

間を通して旬の野菜や果物がとても豊富です。今はイチゴ

が旬で、毎日店頭に並んでいます。また、大きな植木から

かわいいお花も取り揃えています」と話してくださいまし

た。田
た

島
じ ま

　雅
ま さ

代
よ

さん
かみかわ館直売所



なかよし夫婦！
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今
回
の
我
が
家
の
元
気
っ
こ
は
、
上
里
町
忍
保
の
敷
地
翔
平
さ

ん
の
お
宅
か
ら
、
敷
地
走
悟
さ
ん
・
桐
守
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
兄
の
走
悟
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、
お
父
さ
ん
と
よ
く

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
遊
び
ま
す
。
ま
た
、
野
球
だ
け
で
な
く
、

サ
ッ
カ
ー
に
バ
ス
ケ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
全
般
を
テ
レ
ビ
で
よ
く
観
戦

し
て
い
ま
す
。

　
弟
の
桐
守
さ
ん
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
大
好
き
で
、
ど
ん
な
時
で

も
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
お
も
ち
ゃ
が
あ
れ
ば
ご
機
嫌
に
な
り
ま
す
。

　
ご
家
族
の
楽
し
み
は
、
年
に
１
回
農
閑
期
に
旅
行
に
出
か
け
る

こ
と
で
、
昨
年
は
子
ど
も
た
ち
の
希
望
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と

那
須
に
行
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
将
来
に
つ
い
て
は
「
何
よ
り
も
元
気
で
健
康
に

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
根
岸
義
伊
さ
ん
・
清
子
さ
ん
は
結
婚
し
て
53
年
目
の
ご
夫
婦
で
春
菊
や
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
の
露
地
野
菜
を
栽
培
し
て
Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
義
伊
さ
ん
の
ご
趣
味
は
植
木
の
手
入
れ
を
す
る
こ
と
で
、
お
庭
の
松
の
木
な
ど

を
ご
自
分
で
剪
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
清
子
さ
ん
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
好
き
で
季
節

の
花
を
お
庭
に
植
え
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
健
康
の
た
め
に
夕

方
一
緒
に
散
歩
す
る
こ
と
が
お
二
人
の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
夫
婦
円
満
の
秘
訣
は
お
互
い
を
思
い
や
る
こ
と
。
義
伊
さ
ん
が
会
社
員
と
し
て

勤
め
ら
れ
て
い
た
時
期
は
仕
事
の
合
間
に
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
農
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
清
子
さ
ん
も
義
伊
さ
ん
が
仕
事
で
不
在
の
際
に
は
代
わ
り
と
な
っ

て
畑
仕
事
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
大
変
な
時
期
を
一
緒
に
乗
り
越
え
て
、
今
が
あ
り
ま
す
」
と
清
子
さ
ん
は
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
「
夫
婦
二
人
で
健
康
で
い
ら
れ
れ
ば
一
番
い
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

本庄市今井

根岸　義
よ し い
伊さん　

　　　清
き よ こ
子さん　ご夫婦

上里町忍保

敷地　走
そう

悟
ご

さん（４歳）
　　　桐

とう

守
ま

さん（０歳）



生き活き ＷOMEN 女性部
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　12月26日と27日の２日間にかけて各地区女性部でお正月生け花教室が開催されました。12月26日に
上里・児玉地区で、27日に本庄・美里地区で開催された今回の教室は「㈲スリーフラワー」代表の冨田
典子さんを講師として行われました。
　部員たちは「迎春生花～昇龍の辰年～」をテーマに若松や千両牡丹、カーネーションなどを使って綺麗
な生け花を制作しました。
　参加者は「とても綺麗な飾りが出来た。良い新年が迎えられそうです」と嬉しそうに話してくださいま
した。

お正月生け花教室を開催

きれいな生け花が出来ました生け花づくりに取り組む参加者

美里・神川地区女性部で繭玉飾りを製作

　ＪＡ美里地区女性部（根本孝代部長）と神川地区女性部（茂木八千代部長）が繭玉飾りを製作し、ＪＡ
の各事業所に飾り付けました。
　12月22日に美里コニュニティーセンターにて美里地区女性部が、１月５日にＪＡ本店調理室にて神川
地区女性部がそれぞれ実施し、繭玉に見立てた団子に様々な色を付けて、鮮やかな繭玉飾りが出来上がり
ました。
　部員たちが製作した繭玉の飾りはＪＡ本店、美里「万葉の里」直売所、かみかわ館直売所、神川支店な
どの各施設で展示されました。

神川地区女性部 美里地区女性部



生き活き ＷOMEN 女性部
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　１月５日に今年度最後となる「家の光
クラブ」（第４回）が本店調理室で開催さ
れ、12名が参加しました。今回は獅子頭
を主菜とし、副菜にハクサイのコールス
ロー風と焼きネギと焼きシメジのみそ汁。
デザートに白玉だんごを作りました。参
加者は「家でも作れそうなレシピだった」「みんな
と一緒に作って楽しかった」と話してくださいま
した。

　ＪＡ神川地区女性部（茂木八千代部長）
は１月６日～14日の間にＪＡ本店調理室
で「味噌作り」を行いました。
　この取り組みは、毎年地元で収穫した
大豆と米を使用し実施されています。添
加物を一切使用しない手作り味噌は、そ
の香りの良さと深い味わいが好評で、３日間かけて
仕込み、秋頃から食べることができます。参加者は

「毎年楽しみにしています。地元の原料を使ったお
いしくて安全な自慢の味噌です」と話してください
ました。

　１日目　令和６年３月12日㈫
　　　　　午後１時30分～
　　　　　　　　　　午後４時頃まで
　２日目　令和６年３月13日㈬
　　　　　午前10時～午後４時頃まで
　３日目　令和６年３月14日㈭
　　　　　午前９時～正午頃まで

ＪＡ埼玉ひびきの　本店１Ｆ「調理室」

3,000円(税込)

⃝エプロン
⃝三角巾
⃝マスク
⃝手拭き用タオル
⃝味噌樽（つけもの容器15型）

家の光クラブ開催

神川地区女性部 味噌作り教室

フレッシュミズ部会料理教室

　12月22日、ＪＡ本店調理室にて、フ
レッシュミズ部会（関田淳子部会長）の
料理教室を開催しました。年内最後の活
動となる今回はふるさと応援隊の伊藤た
い子さんを講師としてこんにゃく、冬野
菜グラタン、ゆずみそ、ロマネスコの蒸
し焼きとチーズ焼きを作りました。
　食材には部会員の牧野涼子さんが栽培した野菜が
利用されました。
　関田淳子部会長は「手作りのこんにゃくはおいし
かった。上手に作って家族にも食べさせてあげた
い」と話していました。

みんなで楽しく料理をしました ロマネスコを調理する部員たち

味噌づくりの様子

日　時

場　所

持ち物

参加費

お問合せ
埼玉ひびきの農業協同組合　
　　営農販売課：清水
　　　　　　　☎0495-24-7721

３月12・13・14日の３日間

ちゃれんじ教室
《味噌づくり》募集



　営農
技術情報
　営農
技術情報

【問い合わせ】埼玉県本庄農林振興センター農業支援部　 TEL 0495−22−3116 12

農業用ハウスの雪害対策

　近年、自然災害等が多発しています。特に、平成26年2月に積雪した農業用施設では、歪みや損傷を
受けている場合があり、通常よりも強度が弱くなっています。これから本格的な冬を迎えるにあたり、必ず以下
の準備・点検を実施し降雪に備えてください。

　最新の気象情報、警報、注意報を常にチェックする。

・被覆資材のたわみが雪の滑落を妨げるため、適切な展張となるよう、たわみがないか点検する。
・被覆の外部に設置したネットや遮光資材は、雪の滑落を妨げるため撤去する。
・ハウスの補強資材や固定部品にゆるみがないか点検する。
・暖房機を点検するとともに、燃油残量を確認し必要に応じて補給する。
・除雪作業により燃料パイプなどが損傷しないようカバー等で保護する。
・積雪により負荷のかかる箇所を支柱や筋交い等で補強する（図参照）。
・谷樋の落ち葉等を除去する。
・融雪水が流入・湛水しないよう施設やほ場周辺に排水溝を設置する。
・作物を栽培していない場合は、被覆資材を外す。
・非常用発電機を所有している場合は、事前に動作確認を行い、いつでも使用ができるように準備しておく。

・暖房機の温度設定を高め、降り始めからカーテンを開放して、屋根雪の滑落促進を図る。
・暖房機未設置のハウスは、カーテンを開放し、地熱の放射により屋根雪の滑落促進を図る。
・ヒートポンプは室外機が雪に埋まると機能しなくなるため、屋外の熱交換機周辺の除雪を適宜行う。
・屋根及び軒下ハウス間の積雪は、施設倒壊のおそれがないことを確認したうえで、直ちに除雪する。
・雪が雨に変わると屋根上重量が上昇しハウス倒壊の危険度が上がるため、安全に十分留意して速やかに除雪を

行う。
・施設に被害が発生した際には、安全に十分配慮した上で点検を行い、修復が可能な場合は、早急な修復により

室温の確保に努め、低温による被害を防止する。

・災害からの早期再建のため、農業共済制度や民間の保険制度に必ず加入しましょう。
・雪害防止の詳しい内容は、本庄農林振興センターＨＰを参照ください。

施設倒壊が危惧される場合には、人命最優先とし、施設内には立ち入らない。

情報収集1

降雪前の準備・点検２

降雪時の対策３

その他４
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「こういった場合はどうなの？」など、皆さまからのご質問（具体的でなくて結構です）にもお答えいたします。
別添のクイズ解答用紙にご質問内容をご記入いただきお送りください。

ＪＡ埼玉ひびきの 顧問弁護士　長 島 佑 享ＪＡ埼玉ひびきの 顧問弁護士　長 島 佑 享
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部屋明け渡しの撤去費用は大家持ち？
法律上は借り主負担だが、回収は困難

公正証書遺言に誤記があったら？
「証明書」発行を受け、遺贈手続きを

　私Ａは貸しアパートの一室をＢに貸していました。Ｂが賃料を滞納したた
め、部屋の明け渡しを求める訴訟を起こして勝訴しましたがＢは出ていかな

いので、裁判所の強制執行の手続きで退去させました。その際、私は、申し立ての費用
や弁護士報酬の他、明け渡しの作業をした業者に日当、荷物の搬出、廃棄処分代などで
50万円を支払いました。なぜ私がＢの荷物の搬出、廃棄処分代まで負担しないとならな
いのでしょう。Ｂに支払ってもらえませんか。

　
強
制
執
行
に
か
か
る
費
用
を

執
行
費
用
と
い
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
申
し
立
て
費

用
（
印
紙
、
郵
券
代
）
や
執
行

官
、
執
行
業
者
の
日
当
、
荷
物
の
搬
出
や
ご

み
の
廃
棄
処
分
費
用
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り

ま
す
。

　
執
行
費
用
は
債
務
者
（
Ｂ
）
が
負
担
す
べ

き
も
の
で
す
（
民
事
執
行
法
42
条
１
項
）
が
、

費
用
の
現
実
の
支
払
い
が
な
け
れ
ば
業
者
は

荷
物
の
搬
出
や
ご
み
の
廃
棄
を
し
て
く
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
強
制
執
行
で
は
債
権
者

（
Ａ
）
が
執
行
費
用
を
い
わ
ば
立
て
替
え
払

い
す
る
の
が
通
例
で
す
。

　
立
て
替
え
払
い
し
た
執
行
費
用
を
債
務
者

（
Ｂ
）
か
ら
回
収
す
る
に
は
、
明
け
渡
し
の

強
制
執
行
と
は
別
の
執
行
費
用
確
定
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
つ
ま
り
、
債
権
者
（
Ａ
）

は
執
行
裁
判
所
の
書
記
官
に
執
行
費
用
の
額

を
確
定
し
て
も
ら
い
（
民
事
執
行
法
42
条
４

項
）、
確
定
の
書
類
を
基
に
債
務
者
（
Ｂ
）

か
ら
執
行
費
用
を
取
り
立
て
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
弁
護
士
報
酬
は
執
行
費
用

に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
債
務
者
（
Ｂ
）

に
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
も
っ
と
も
、
賃
料
を
払
え
な
か
っ
た
債
務

者
（
Ｂ
）
が
、
執
行
費
用
を
支
払
え
る
だ
け

の
財
産
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま

せ
ん
。
事
実
上
は
債
権
者
で
あ
る
あ
な
た
が

Ｂ
の
荷
物
の
搬
出
、
廃
棄
処
分
代
な
ど
の
執

行
費
用
を
立
て
替
え
払
い
し
た
ま
ま
と
な
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

Ｑ1

Ａ1

　先日、叔父が亡くなりました。叔父は公正証書遺言を残しており、その内
容は、遺産のうち、自宅や預貯金は叔父の長女Ａに相続させるが、駐車場の

土地は私に遺贈するというものでした。しかし、遺言執行者でもあるＡによると、駐車
場の所在について実際には存在しない町名が記載されており、法務局で所有権移転登記
ができなかったそうです。私は誤記だと思うのですが、Ａはあまり協力的ではありませ
ん。どうしたらよいでしょう。

　
公
正
証
書
遺
言
は
、
法
律
の

専
門
家
で
あ
る
公
証
人
が
作
成

す
る
た
め
、
内
容
が
不
明
で

あ
っ
た
り
誤
り
で
あ
っ
た
り
す

る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。
し
か
し
、
人
が
作
る

文
書
で
あ
る
以
上
、
誤
り
の
生
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
。

　
遺
言
書
の
内
容
に
変
更
を
及
ぼ
す
も
の
で

は
な
く
、
明
ら
か
な
誤
字
脱
字
や
誤
記
で
あ

れ
ば
、
根
拠
と
な
る
資
料
な
ど
を
用
意
し
た

上
で
、
公
証
人
に
対
し
、
誤
記
証
明
書
を
発

行
し
て
も
ら
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
手
数
料

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
当
時
の
公
証
人
が
退

職
し
て
い
る
場
合
に
は
、
後
任
の
公
証
人
に

発
行
を
依
頼
で
き
ま
す
。
誤
記
証
明
書
の
発

行
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
と
公

正
証
書
遺
言
と
を
用
い
て
所
有
権
移
転
登
記

手
続
き
を
す
る
よ
う
遺
言
執
行
者
Ａ
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
し
、
誤
記
証
明
書
の
発
行
を
受
け
ら
れ

て
も
遺
言
執
行
者
の
Ａ
が
登
記
手
続
き
を
し

て
く
れ
な
か
っ
た
場
合
、
あ
な
た
と
し
て
は
、

Ａ
を
被
告
と
し
て
、
土
地
所
有
権
移
転
登
記

を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し
、
そ
の
中
で
、
遺

言
書
の
記
載
が
誤
記
で
あ
る
こ
と
を
主
張
立

証
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
所
有
権
移

転
登
記
を
命
じ
る
判
決
を
得
ら
れ
れ
ば
、
こ

の
判
決
文
を
用
い
る
こ
と
で
、
あ
な
た
は
単

独
で
登
記
手
続
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
不
動
産
登
記
法
63
条
１
項
）。

Ｑ2

　Ａ2
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ＪＡで堆肥の散布事業を
開始します！

令和６年２月より

料金は１台（約２ｔ）あたり 8,000円（税別）
となります。

本店営農販売課（☎0495－24－7721）まで
お願い致します。

お問い合わせは

など…

住　宅

土地活用

相続対策

アパート経営

住宅、アパート経営など
土地活用、相続対策などを
ていねいにアドバイスいたします

不動産のことでお困りのことは
ありませんか？

応募締切 第１期 令和5年6月30日 第２期 令和5年9月30日 第３期 令和5年12月31日 第４期 令和6年3月31日
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春
と
い
え
ば
桜
の
花
で
す
が
、
先
駆

け
て
咲
く
紅
梅
の
花
は
ま
さ
し
く
「
春
の

お
と
ず
れ
」
に
ふ
さ
わ
し
い
で
す
ね
。

編

カズちゃんさん

＊イラスト・コメントを掲載させていただいた方には、
　ＪＡ商品券をプレゼントいたします。

今月のテーマ

春のおとずれ

　

ひ
び
き
の
通
信
で
は
、
季
節
ご
と
に

テ
ー
マ
を
考
え
て
、
皆
様
か
ら
の
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
広
報
誌
や
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
感
想
や
、
テ
ー
マ
以
外
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
や
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て

は
ク
イ
ズ
解
答
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
原
則
こ
ち
ら
で
お
預
か
り

し
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
返
却
希

望
の
方
は
そ
の
旨
お
書
き
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
、
き
れ
い
に
描
け
た
イ
ラ
ス
ト

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
な
く
原
本
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

「新年度」

　クラス替えに進学、就職。４月は多くの

人々にとって期待と不安の入り混じった節

目の月ではないでしょうか。そんな新年度

の思い出など、たくさんのお便りをお待ち

しております。

●４月号のテーマ●

塚本　一郎さん
編 葉っぱや蝶々の羽まで丁寧に描き込まれていますね。
爽やかな春の陽気が感じられます。

★
春
の
お
と
ず
れ

我
畑
に
夏
み
か
ん
の
大
木
が
あ
り
、
今
年

も
沢
山
の
実
を
つ
け
ま
し
た
。
夏
み
か
ん

の
季
語
は
「
春
」。
厚
い
皮
に
包
ま
れ
て

酸
っ
ぱ
い
け
れ
ど
、
さ
わ
や
か
な
味
。
冬

ざ
れ
の
中
、
金
色
の
実
を
つ
け
、
鈴
生
り

で
す
。
心
無
い
戦
い
の
終
結
、
世
界
平
和

が
よ
き
春
と
共
に
訪
れ
ま
す
よ
う
に
…

�

憲
子
さ
ん

　

 

冬
を
乗
り
越
え
た
草
木
が
春
に
実
る

姿
に
は
元
気
を
も
ら
え
ま
す
ね
。
皆
さ
ま

に
良
き
春
が
来
る
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。

編 ★
能
登
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
で
春
の
お
と
ず

れ
は
ほ
ど
遠
く
感
じ
る
こ
の
頃
。
明
る
い

良
い
ニ
ュ
ー
ス
を
１
日
で
も
早
く
と
願
っ

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
に
早
い
春
の
お

と
ず
れ
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

�

サ
ト
シ
サ
ン
さ
ん

　

 

寒
い
冬
を
避
難
所
で
過
ご
さ
れ
る

方
々
の
こ
と
を
思
う
と
胸
が
痛
く
な
り
ま

す
。
被
災
地
に
早
く
暖
か
い
春
が
訪
れ
て

ほ
し
い
で
す
。

編

★
暖
冬
が
続
い
た
中
、
た
く
さ
ん
の
花
々

が
芽
を
吹
い
て
き
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の

花
に
今
年
も
宜
し
く
と
庭
を
歩
き
な
が
ら

声
を
掛
け
て
回
り
ま
す
。
幸
せ
な
ひ
と
と

き
で
す
。�

マ
ミ
ち
ゃ
ん
さ
ん

　

 

い
ろ
ん
な
草
花
が
芽
吹
い
て
い
る
景

色
は
春
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
ね
。
何

気
な
い
日
常
の
中
に
あ
る
喜
び
を
大
切
に

し
た
い
で
す
ね
。

編

★
黄
色
の
水
仙
が
咲
き
は
じ
め
る
と
春
が

来
た
と
感
じ
ま
す
。
黄
色
は
元
気
を
も
ら

う
好
き
な
色
で
す
。�

と
し
ち
ゃ
ん
さ
ん

　

 

き
れ
い
な
花
を
見
る
と
気
持
ち
が
明

る
く
な
り
ま
す
ね
。
黄
色
い
水
仙
は
生
命

力
が
溢
れ
て
い
て
春
ら
し
い
で
す
ね
。

編

　

 

新
し
い
年
に
ぴ
っ
た
り
の
縁
起
の
良

い
イ
ラ
ス
ト
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

編

えっちゃんさん

　

 

ウ
グ
イ
ス
は
別
名
「
春
告
鳥
（
ハ
ル

ツ
ゲ
ド
リ
）」
と
も
呼
ば
れ
る
そ
う
で
す
。

細
部
ま
で
描
き
込
ま
れ
て
い
て
今
に
も
動

き
出
し
そ
う
で
す
ね
。

編

こんぺいとうブルーさん
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応募締切：３月８日㈮必着
出題：ニコリ

二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

☆ヒント☆
ドイツ語で足跡

❶最低気温が０度より低い日
❷現代人は電子――に囲まれて暮らしています
❸水筒に入れます
❹ヒヒーン！といななく動物
❺スマホに入れたり消したりします
❽ベッドが２つある部屋
❿頰のこと。――ダンス
⓬スラロームやモーグルなどの種目があります
⓭人がいっぱいに入っている状態
⓮西アジアの国の１つ。首都はアンカラ
⓰空気が乾燥しているので――器をつけた
⓲節分の豆を――の数だけ食べた
⓴実がなるまでの期間が短めの品種のこと

タ テ の カ ギ

ヨ コ の カ ギ

❶フキの花茎のこと
❻銀世界を眺めて楽しみます
❼ガイド――を片手に観光地を巡った
❾安倍川にして食べようかな、磯辺巻きもいいな
⓫日没のことを日の――ともいいます
⓬雪だるまを英語（片仮名語）でいうと
⓮佐渡島にはこの鳥の保護施設があります
⓯漢字には音読みと――読みがあります
⓱平方根を表す記号
⓳魚偏に「弱」と書きます
㉑中国や台湾の旧暦の正月

12
月
号
当
選
者

12
月
号
の
答
え

１
月
号
当
選
者

１
月
号
の
答
え

シクラメン
A B C D E

ハツヒノデ
A B C D E

し

ら

き

し
ー
ち
ゃ
ん

ラ
ビ
チ
ャ
ビ

小

麦

莉

世

心

音

あ
ら
た
ろ
う

ネ

ク

メ

ア

リ

の
り
ち
ゃ
ん

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
美
里
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
神
川
町
）

（
神
川
町
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

小
島
一
恵

み
く
ち
ゃ
ん

ス
ミ
ち
ゃ
ん

ミ
ー
た
ろ
う

か

ず

爺

な
お
ち
ゃ
ん

元
気
お
ば
あ
さ
ん

ヤ
ッ
ち
ゃ
ん

清
水
惣
一

神
部
静
子

（
本
庄
市
）

（
本
庄
市
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
神
川
町
）

（
神
川
町
）

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

応
　
募
　
方
　
法

　
解
答
用
紙
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え･

住
所･

氏
名
等
ご
記

入
の
上
、
最
寄
り
の
支
店
へ
お
届

け
く
だ
さ
い
。
下
記
住
所
へ
の
郵

送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

４
月
号
誌
面
に
て
当
選
者
を
発
表

い
た
し
ま
す
。

　
抽
選
で
10
名
様
に
Ｊ
Ａ
商
品
券

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ご

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

本
庄
市
早
稲
田
の
杜
１
―
14
―
１　

　
Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の

　
　
　
　
　
　
企
画
総
務
課  

ま
で

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　
　
　
　

０
４
９
５
―
23
―
１
７
１
８

⃝

締
め
切
り
は
、３
月
８
日
㈮
で
す
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
】

　
皆
様
か
ら
の
応
募
等
に
よ
る
個
人
情

報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
本
誌
へ
の

掲
載
と
商
品
券
発
送
以
外
の
目
的
に
は

使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

公式ホームページからの解答も受付いたしま
す。お問い合わせフォームから「お問い合わ
せ内容」欄にクロスワードパズルの答え（匿
名希望の場合はペンネームも）を入力し、送
信してください。住所・電話番号は、必ず入
力してください。お送りいただいた解答に個
別の返信はいたしません。
当選者については、誌面にて発表いたします。



常勤役員の

よもやまトーク

発
行

人
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代
表

理
事

組
合

長
 五

十
嵐

雅
樹

編
　

集
：

企
画

総
務

課
令

和
６

年
２

月
〒

367−
0030　

埼
玉

県
本

庄
市

早
稲

田
の

杜
1-14-1

TEL 0495（
24）7711   FAX 0495（

23）1718
発

行
所

埼
玉

ひ
び

き
の

農
業

協
同

組
合

おトク情報やイベント情報をお届けします

代
表
理
事
組
合
長

　
五
十
嵐
　
雅
　
樹

　

寒
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
が
日
照
も
長
く
な

り
確
実
に
春
が
近
づ
い

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
元
旦
よ
り
能
登
半
島
を

中
心
に
大
震
災
が
お
き
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も

早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。
災

害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
と

言
い
ま
す
が
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
地

域
で
の
防
災
対
策
や
個
人
で
の
対
策
も
取
ら

れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
災
害
が
お
き

て
し
ま
う
自
然
の
力
に
脅
威
を
覚
え
る
と
と

も
に
人
間
の
力
の
限
界
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
に
対
し
ま
し
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
と
し
て
も
最
大
限
の
支
援
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
能
登
に
も
早
く
春
が
訪
れ
る
こ
と

を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

12
月
号
、
１
月
号
で
沢
山
の
ご
意
見

ご
感
想
・
イ
ラ
ス
ト
を
ご
投
稿
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
て
の

投
稿
を
掲
載
で
き
な
い
こ
と
が
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
広
報
誌
「
ひ
び
き
の
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

広
報
誌
を
通
し
て
少
し
で
も
皆
さ
ま

の
日
常
に
彩
り
を
加
え
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
か
ん
た
ろ
う
）


